
天の川が流れる街

広
報

Photo：朝の登校風景（平成２４年４月１２日撮影）

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。

Photo：町制施行50周年記念バレーボール教室（平成28年5月28日撮影）
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上ノ国が北海道発祥の地と言われる理由
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知
っ
て
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
？ 

上
ノ
国
が
北
海
道
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
理ワ

由ケ

　

か
つ
て
蝦
夷
地（
北
海
道
）

に
は
、
１
１
８
９
年
の
源
頼

朝
に
よ
る
奥
州
征
伐
か
ら
逃

れ
た
和
人
が
住
ん
で
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
青
森
県

十
三
湖
（
旧
市
浦
村
）
を
拠

点
に
し
た
蝦
夷
地
管
領
の
安

藤
氏
が
北
海
道
を
統
治
し
て

お
り
、
安
藤
氏
は
蝦
夷
と
の

交
易
の
た
め
、
現
在
の
上
ノ

国
、
松
前
、
函
館
な
ど
を
港

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
松
前
の
位
置
に

あ
っ
た
港
よ
り
太
平
洋
側
を

『
下
之
国
』、日
本
海
側
を『
上

之
国
』と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
本
町
の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
町
制
施

行
５０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

本
町
が
北
海
道
発
祥
の
地
と

言
わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　1430年頃、東北を支配していた安藤氏が蝦夷地管領
として流刑人の監視や交易の拠点などの役割を持たせた
十二の館を築いた事が大きな転機でした。
　そして1456年、安藤氏より上之国守護に任じられ、
道南十二館の内の一つ『花沢館』の主であった蠣崎季繁
の元に一人の武将が訪れたことが、北海道に和人文化が
根付く大きなきっかけとなったと言われています。

北海道の“中心”だった上之国

その始まりの歴史
　

１４
世
紀
頃
、
蝦
夷
は
東
北
地
方
の
豪
族
・
安
藤

氏
の
支
配
地
域
で
あ
り
、
１５
世
紀
中
頃
に
配
下
の

蠣
崎
氏
が
花
沢
館
を
拠
点
と
し
て
、
上
之
国
を
統

治
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
４
３
２
年
と
１
４
４
２
年
の
２
回

に
わ
た
り
、
主
君
で
あ
る
安
藤
氏
が
、
同
じ
く
東

北
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
た
南
部
氏
と
の
争
い
に
敗

れ
、
蝦
夷
地
へ
敗
走
し
て
く
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
４
５
４
年
に
南
部
氏
に
捕
え
ら
れ

た
安
藤
政
季
と
共
に
蝦
夷
地
へ
と
渡
っ
て
き
た
の

が
武
将
『
武
田
信
廣
』
で
あ
り
、
信
廣
は
上
之
国

の
守
護
者
で
あ
っ
た
蠣
崎
氏
の
客
将
と
し
て
花
沢

館
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。

上
之
国
の
転
機

　

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
志
海
苔
（
函
館
市
）
に
お

い
て
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
諍い

さ
かい
か
ら
『
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
の
戦
い
』
が
勃
発
し
、
そ
の
翌
年
、
道
南
各

地
に
築
か
れ
て
い
た
和
人
の
砦
「
道
南
十
二
館
」

の
う
ち
、
花
沢
館
と
茂
別
館
以
外
の
十
館
が
攻
め

落
と
さ
れ
る
危
機
的
状
況
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
蝦
夷
地
か
ら
和
人
が
滅
ぼ
さ
れ

る
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、
武
田
信
廣
の
指
揮
す

る
軍
が
花
沢
館
を
出
陣
し
、
現
在
の
七
重
浜
付
近

で
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
ち
取
り
、
戦
い
を
終
結
さ

せ
ま
し
た
。

信
廣
の
蝦
夷
平
定

　

こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
信
廣
は
守
護
で
あ
っ
た

蠣
崎
季
繁
の
義
娘
（
主
君
安
藤
氏
の
娘
）
の
娘
婿

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
蠣
崎
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
し
て
姓
が
蠣
崎
と
な
っ
た
信
廣
は
、
現
在
の

砂
館
神
社
の
位
置
に
洲
崎
館
を
、
そ
の
後
夷
王
山

中
腹
に
勝
山
館
を
建
て
、
上
之
国
を
拠
点
に
蝦
夷

地
の
統
治
に
乗
り
出
し
て
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

統
治
に
向
け
て

１
４
３
０
年
頃

　

渡
党
（
わ
た
り
と
う
）
と
称
す
る
人
々

が
、
各
地
に
拠
点
の
館
を
築
く
。

（
後
の
道
南
十
二
館
）

１
４
３
１
年

　

武
田
信
廣
、
若
狭
国
の
守
護
大
名
・
武

田
信
賢
の
子
と
し
て
若
狭
小
浜
青
井
山
城

に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

※
諸
説
有
り

１
４
５
３
年

　

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が

　

東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
す 

１
４
５
４
年

　

南
部
氏
と
の
争
い
に
敗
れ
、
捕
え
ら
れ

た
安
藤
政
季
が
、
武
田
信
廣
と
共
に
北
海

道
へ
渡
海
。 

　

信
廣
は
上
ノ
国
を
守
護
し
て
い
た
蠣
崎

季
繁
の
客
将
と
し
て
花
沢
館
に
入
る
。

１
４
５
６
年

　

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
勃
発

１
４
５
７
年

　

道
南
十
二
館
の
う
ち
十
館
が
陥
落
し
た

中
、
武
田
信
廣
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
ち

取
り
、
戦
を
終
息
さ
せ
る

１
４
５
７
年

　

信
廣
、
蠣
崎
季
繁
の
娘
に
婿
入
り
し
、

蠣
崎
家
を
継
ぎ
、
洲
崎
館
を
築
く(

砂
館

神
社
の
近
傍)

１
４
６
２
年

　

洲
崎
館
の
北
に
昆
沙
門
天
王
社
を
創
立

（
今
の
砂
館
神
社
）

１
４
６
７
年 

－ 

１
４
７
７
年

　

応
仁
の
乱 

（
戦
国
時
代
始
ま
る
）

１
４
７
０
年
頃

　

信
廣
、
本
町
の
夷
王
山
中
腹
に
勝
山
館

を
築
城
す
る
。 

１
４
７
３
年

　

信
廣
が
勝
山
館
に
館
神
八
幡
宮
を
建
立

（
現
在
の
上
ノ
國
八
幡
宮
）　　
　

１
４
８
５
年　

山
城
の
国
一
揆

１
４
９
２
年

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
新
大
陸
発
見 

１
４
９
４
年

　

信
廣
が
勝
山
館
で
没
し
（
享
年
６
４

歳
）、
夷
王
山
に
葬
ら
れ
る
。 

１
５
１
４
年

　

信
廣
の
子
・
蠣
崎
光
廣
が
居
城
を
勝
山

館
か
ら
松
前
の
徳
山
館
へ
と
移
す
。

１
５
５
１
年

　

天
の
川
が
和
人
地
と
ア
イ
ヌ
の
領
地
の

境
目
と
な
る

１
５
６
０
年　

桶
狭
間
の
戦
い

１
５
７
３
年　

室
町
幕
府
滅
亡

１
５
８
２
年

　

本
能
寺
の
変
、
織
田
信
長
没
す
る

１
５
９
０
年

　

小
田
原
征
伐(

豊
臣
秀
吉
の
全
国
統
一
）

１
５
９
３
年

　

蠣
崎
慶
広
が
秀
吉
か
ら
蝦
夷
島
主
と
し

て
承
認
さ
れ
安
東
氏
か
ら
独
立

１
５
９
８
年　

　

 

豊
臣
秀
吉
、
伏
見
城
で
没
す
る

１
５
９
９
年

　

信
廣
か
ら
５
代
目
、
蠣
崎
慶
広
が
氏
を

「
松
前
」
と
改
め
る

１
６
０
０
年　

関
ヶ
原
の
戦
い

１
６
０
３
年　

江
戸
幕
府
成
立

１
６
０
４
年

　

慶
広
が
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
、
松
前
藩

初
代
藩
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る

上
之
国
と
道
南
史

そ
の
時
日
本
・
世
界
で
は
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１
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３
０
年
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シ
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、
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本
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変
、
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没
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小
田
原
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伐(
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の
全
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）
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慶
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が
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か
ら
蝦
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島
主
と
し

て
承
認
さ
れ
安
東
氏
か
ら
独
立

１
５
９
８
年　

　

 

豊
臣
秀
吉
、
伏
見
城
で
没
す
る

１
５
９
９
年

　

信
廣
か
ら
５
代
目
、
蠣
崎
慶
広
が
氏
を

「
松
前
」
と
改
め
る

１
６
０
０
年　

関
ヶ
原
の
戦
い

１
６
０
３
年　

江
戸
幕
府
成
立

１
６
０
４
年

　

慶
広
が
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
、
松
前
藩

初
代
藩
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る

　この後、1514年に信廣の息子・光廣が拠点を松前に移し、後の松前藩として発展して
いくこととなりますが、それまで上之国は蝦夷地の政治・軍事・経済の中心地として存在
していました。
　町民憲章にもある言葉『北海道夜明けの地』には、こうした歴史的意味合いがあり、私
たちはこれらの祖先の偉業を受け継いで現代の上ノ国町に生きています。
　町制施行50年を迎える一つの節目の今年、今の上ノ国町が形作られたの歴史の積み重
ねを改めて見つめ直し、子や孫に伝えていくことが必要とされています。

1470年頃から1514年まで政治・軍事・経済の中心だった勝山館跡

勝山館跡

その信廣が築いた『勝山館跡』
この時にもたらされた平和と安定が、蝦夷地に和人文化を定着させ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　様々な地域が発展していくきっかけとなりました。

勝山館内で発見されたアイヌの墓、信廣統治下では館内で共に生活していた。

現代に残る御徒士行列は、松前藩が
先祖の地である上之国を参った名残

上ノ國八幡宮の本殿は、元々勝山館跡
の館神八幡宮にありました

コシャマインの戦いを征し、
　蝦夷地統治者としての立場を築いた武田信廣

交易拠点の名残として、中国や琉球、ベトナムの品々が発掘されています。
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札
幌
・
東
京
在
住
の
本
町
出
身
者
で

組
織
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
会
」
の
総
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
「
札
幌
上
ノ
国
ふ
る
さ
と
会
（
福
島

久
平
会
長
）」
で
は
、
会
員
約
４０
名
と
、

本
町
か
ら
工
藤
町
長
や
議
会
議
員
、
一

般
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い

る
特
産
品
販
売
や
出
身
地
区
上
空
の
空

撮
動
画
な
ど
も
上
映
さ
れ
好
評
だ
っ
た

ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行

わ
れ
、
同
級
生
や
同
郷
の
方
々
が
楽
し

み
な
が
ら
交
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１８
日
に
は
、「
東
京
か
み
の
く

に
会
（
倉
谷
久
会
長
）」
の
会
員
約
６０

名
が
夷
王
山
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
来
町

し
、
例
年
東
京
で
行
っ
て
い
る
総
会
を

本
町
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
町
主
催
に
よ
る
歓
迎

祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
町
民
参
加
者
・
関

係
者
を
含
め
る
と
約
１
８
０
名
が
出

席
。
出
身
者
が
遠
く
東
京
か
ら
や
っ
て

札
幌
と
東
京
の
ふ
る
さ
と
会

　
６
月
１９
日
、
夷
王
山
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
前
日
の
宵
宮
祭
で
は
、
昨
年
ド
ク
ガ

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
松
明
行
列
が

無
事
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童
た
ち

が
赤
々
と
燃
え
る
松
明
を
手
に
、
夷
王

山
神
社
ま
で
の
道
の
り
を
登
り
ま
し
た
。

　
本
祭
当
日
の
催
し
で
は
、
例
年
好
評

と
な
っ
て
い
る
ば
ん
ば
大
会
や
郷
土
芸

能
で
あ
る
龍
焔
太
鼓
、
演
歌
歌
手
の
石

原
詢
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
夷
王
山
神
社
で
は
、
恒
例

の
神
楽
舞
や
空
手
少
年
団
に
よ
る
奉
納

演
武
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
店
に
は
飲
食
物
を
求
め
る

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
揚
げ
物
か
ら

特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
昔
懐
か
し
い
か

た
こ
も
ち
な
ど
が
好
評
を
博
し
、
見
所

味
わ
い
所
満
載
の
夷
王
山
ま
つ
り
と
な

り
ま
し
た
。

ば
ん
馬
の
土
煙
！
響
く
歌
声
！

夷
王
山
ま
つ
り
開
催

来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
お
も
て

な
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
料
理
で
は
、
上
ノ
国
町
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
（
品
田
俊
子
会
長
）
の
協
力

を
得
て
「
い
ち
ご
煮
」「
ほ
っ
け
の
す

り
身
汁
」
と
い
っ
た
昔
懐
か
し
い
浜
の

料
理
や
、「
サ
ケ
・
ホ
ッ
ケ
の
飯
寿
司
」

「
カ
ス
ベ
の
唐
揚
げ
」
な
ど
の
町
内
特

産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豪
勢
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
余
興
と
し
て
江
差
追
分
全
国

大
会
優
勝
者
で
町
内
出
身
者
で
も
あ
る

菊
池
勲
さ
ん
（
江
差
町
在
住
）
に
よ
る

追
分
講
演
や
、
ふ
る
さ
と
会
会
員
で
シ

ン
ガ
ー
の
上
野
聡
さ
ん
（
東
京
都
在

住
）
に
よ
る
旧
Ｊ
Ｒ
江
差
線
や
上
ノ
国

を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
参
加
者
全
員
で
上
ノ
国
音
頭
を

踊
っ
て
こ
の
日
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
翌
日
の
夷
王
山
ま
つ
り
に
も
足
を
運

ん
だ
東
京
か
み
の
く
に
会
の
方
々
は
、

３
日
間
の
滞
在
の
後
に
故
郷
上
ノ
国
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
５
月
２８
日
、
本
町
が
今
年
で
町
制
施

行
５０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
上
ノ
国
夷
王
ジ
ュ
ニ
ア
や
上

中
バ
レ
ー
部
の
ほ
か
、
渡
島
檜
山
の
小

中
学
生
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に

所
属
す
る
「
ト
ヨ
タ
車
体
ク
イ
ン
シ
ー

ズ
」
の
泉
川
正
幸
監
督
を
は
じ
め
、
竹

田
沙
希
主
将
、
竹
内
彩
選
手
、
藤
田
夏

未
選
手
の
４
名
を
招
き
、
参
加
し
た
児

童
た
ち
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る

選
手
に
よ
る
指
導
に
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
選
手
に
よ
る
指
導
は
６
時
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
選
手
と

触
れ
合
い
つ
つ
、
技
術
的
指
導
を
受
け
、

時
に
は
笑
い
時
に
真
剣
な
表
情
で
、
選

手
か
ら
何
か
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

町
制
施
行
50
周
年
記
念

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
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６
月
１４
日
、
上
ノ
国
地
区
に
お
い
て

本
町
初
と
な
る
ホ
タ
テ
養
殖
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
ひ
や
ま
漁
協
上
ノ
国
支
所
で

は
、
北
海
道
の
「
日
本
海
漁
業
振
興
緊

急
対
策
事
業
」
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

漁
業
収
益
の
安
定
を
図
る
た
め
に
各
種

養
殖
漁
業
に
注
力
し
、
新
た
に
ホ
タ
テ

養
殖
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
ホ
タ
テ
養
殖
を
行
う
の
は
大
崎

地
区
の
若
狭
章
雄
さ
ん
で
、
こ
れ
ま
で

は
主
に
は
え
縄
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
し

た
が
、
近
年
の
漁
業
資
源
減
少
な
ど
か

ら
、
安
定
し
た
収
益
を
見
込
む
こ
と
が

で
き
る
ホ
タ
テ
養
殖
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
養
殖
で
は
、
ア
ワ
ビ
養

殖
や
ホ
ッ
ケ
養
殖
が
中
心
で
、
こ
れ
ら

は
一
定
の
収
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
世
代
の
養
殖
漁
業
と
し
て
本
町

の
柱
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

道
と
町
の
支
援
を
受
け
、

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
は
じ
ま
る

　
上
ノ
国
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る

田
植
え
授
業
が
、
５
月
２７
日
と
６
月
１０

日
の
２
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
５
・

６
年
生
合
わ
せ
て
約
８０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
児
童
た
ち
に
食
べ
物

を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
や
出
来
る
仕
組

み
を
教
え
よ
う
と
す
る
食
育
の
一
環
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
場
所
は
北
村
地
区
目
名
の
水
田
で
、

町
内
で
農
業
を
営
む
菊
池
和
雄
さ
ん

（
字
北
村
）
と
鈴
木
亨
さ
ん
（
字
新
村
）

が
水
田
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
少
し
肌
寒
い
天
気
に

も
か
か
わ
ら
ず
素
足
で
田
植
え
を
行

い
、
手
持
ち
の
苗
が
な
く
な
る
と
『
苗

を
く
だ
さ
ー
い
！
』
と
畦
道
に
い
る
先

生
や
農
業
者
の
方
に
呼
び
か
け
、
積
極

的
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

育
つ
稲
見
て
食
を
学
ぶ

　
５
月
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
、
町

内
外
の
建
設
業
者
に
よ
り
、
小
学
校
や

バ
ス
停
の
無
償
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
慈
善
事
業
と
し
て
京
谷
建
設

工
業
㈱
（
字
中
須
田
）
が
河
北
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
湧
き
水
が
涸
れ
、

老
朽
化
し
た
人
工
池
を
花
壇
と
し
て
作

り
替
え
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
湯
ノ
岱
バ
ス
停
で
は
、
㈱
松

本
組
（
函
館
市
）、
㈱
道
南
土
木
（
江
差

町
）、
豊
成
建
設
㈱
（
字
北
村
）
の
３
社

が
協
力
し
て
、
利
用
者
か
ら
雨
天
時
の

ぬ
か
る
み
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
旧
湯
ノ

岱
駅
前
の
バ
ス
旋
回
場
を
整
地
し
、
老

朽
化
し
て
い
た
花
壇
も
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
無
償
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
行
わ
れ
、
学
校
の
児

童
や
バ
ス
の
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

校
庭
や
バ
ス
停
を
よ
り
綺
麗
に
！

建
設
会
社
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

　
６
月
１２
日
、
上
ノ
国
町
消
防
団
の
全

９
分
団
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
参
加
す

る
総
合
演
習
が
、
役
場
前
駐
車
場
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
隊
列
を
維
持
し
な
が
ら
の
行

進
や
放
水
、
分
団
同
士
で
の
ホ
ー
ス
連

結
な
ど
、
火
災
現
場
に
て
必
要
と
な
る

技
術
訓
練
を
中
心
に
、
約
３
時
間
行
わ

れ
、
参
加
し
た
団
員
は
真
剣
な
表
情
で

演
習
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
演
習
会
場
周
囲
に
は
団
員
の

家
族
な
ど
も
見
学
に
訪
れ
て
お
り
、
そ

う
し
た
視
線
の
影
響
か
ら
か
、
団
員
一

人
ひ
と
り
の
動
作
に
い
つ
も
以
上
の
張

り
切
り
が
感
じ
ら
れ
た
訓
練
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
の
為
に
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教 育 委 員 会 だ よ り
　
６
月
１９
日
、
新
日
本
歩
く
道

紀
行
に
選
定
さ
れ
た
道
を
た
ど

る
「
天
の
川
と
戦
国
時
代
の
山

城
を
訪
ね
る
み
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
夷
王
山
ま
つ
り
協
賛
事

業
と
し
て
初
め
て
開
催
し
、
町

内
外
か
ら
３１
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
コ
ー
ス
は
旧
Ｊ
Ｒ
上
ノ
国
駅

か
ら
勝
山
館
跡
を
経
由
し
て
道

の
駅
「
上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ
」
ま

で
の
約
５
・
５
キ
ロ
で
、
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
参
加
者

は
上
ノ
国
観
音
堂
や
上
ノ
國
八

幡
宮
な
ど
町
の
歴
史
を
物
語
る

文
化
財
を
見
学
し
な
が
ら
歩
み

を
す
す
め
ま
し
た
。
休
憩
地
点

と
な
っ
た
旧
笹
浪
家
住
宅
で

は
、
こ
う
れ
ん
を
添
え
た
バ
ニ

ラ
ア
イ
ス
が
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
者
は
伝
統
菓
子
の
新
し
い
食

べ
方
に
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
の
上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ

に
は
３
時
間
ほ
ど
で
到
着
し
、

参
加
者
は
充
実
し
た
笑

顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
函
館
市
か
ら
参
加
し

　
６
月
８
～
１０
日
に
茨
城
県
つ

く
ば
市
に
あ
る
国
立
科
学
博
物

館
の
沓く

つ

名な

貴
彦
研
究
員
が
、
勝

山
館
跡
の
鍛
冶
作
業
工
程
の
解

明
を
目
的
と
し
た
資
料
調
査
と

し
て
、
上
之
国
館
調
査
整
備
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
沓
名
さ
ん
は
、「
る
つ
ぼ
」

と
呼
ば
れ
る
溶
け
た
金
属
を
入

れ
る
土
器
の
付
着
物
を
顕
微
鏡

で
実
見
し
、
ど
の
よ
う
な
金
属

を
溶
か
し
て
い
た
か
を
調
査
し

ま
し
た
。
調
査
し
た「
る
つ
ぼ
」

の
中
に
は
、
金
の
粒
と
思
わ
れ

る
も
の
が
確
認
さ
れ
、
館
で
金

を
溶
か
す
作
業
を
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
沓
名
さ
ん
は
、「
全
国
的
に

み
て
も
勝
山
館
跡
は
、
鍛
冶
作

業
関
連
の
遺
物
が
多
い
の
で
、

今
後
も
継
続
的
に
調
査
を
行
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

た
佐
藤
さ
ん
は
、「
見
ど
こ
ろ

が
多
い
こ
の
コ
ー
ス
は
と
て
も

魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。
次
回

も
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
た
い
で

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

参加者による勝山館跡での記念撮影

夷王山散策路はゆっくりとした足取りで

旧笹浪家住宅で一休み

天
の
川
と
戦
国
時
代
の
山
城
を
訪
ね
る
み
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
行
う

夷
王
山
ま
つ
り
協
賛
事
業

顕微鏡を使い出土品を調査する沓名さん鍛冶作業に使われた「るつぼ」

鍛冶作業の様子

勝
山
館
跡
出
土
品
の

　
　
　
資
料
調
査
が
行
わ
れ
る
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教育委員会だより

開設時間：（火～金）　　　　９：００～１７：００
　　　　　（土日・祝祭日）１２：００～１７：００
休 館 日：毎週月曜日、年末年始
場　　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら）

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

＊イノセント　　　　　　　　島　本　理　生／著
＊暗幕のゲルニカ	 　　　原　田　マ　ハ／著
＊辛夷の花	 	 　　　葉　室　　　麟／著
＊虹の巣	 　　	 　　　野　中　ともそ／著
＊葵の月	 	 　　　梶　　　よう子／著
＊天　才	 	 　　　石　原　慎太郎／著
＊ツバキ文具店		 　　　小　川　　　糸／著
＊若様とロマン		 　　　畠　中　　　恵／著
＊彼女に関する十二章	 　　　中　島　京　子／著
＊防諜捜査	 	 　　　今　野　　　敏／著
＊向田理髪店	 	 　　　奥　田　英　朗／著
＊北海道で育てる宿根草　　　工　藤　敏　博／監
＊ママ、もっと自信をもって　中　川　李枝子／著

７月１３日（水）　午後３時ごろ～
＊新しく入った絵本を中心に読みます。

絵本の読みきかせ

Ｌｅｔ’ｓ　ｅｎｊｏｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ

◆開催日（予定）　
　７月６日（水）、１３日（水）
　※都合により変更、中止となる場合があります
◆場　所　ジョイ・じょぐら
◆時　間　19：00～ 20：30
申し込みは不要・どなたでもご参加ください！

詳しくは生涯学習グループまで

英語に興味のある方、初心者大歓迎！！！

ベンジャミン先生と楽しく英語を勉強しませんか？

ベンジャミンベンジャミン
先生の

英会話
教室

先生の

英会話
教室

開催日　７月26日（火）～29日（金）
　　　　　初　　日　　9：45～11：45
　　　　　２日以降　10：15～11：45
　※生涯学習カレンダーに掲載していた期日から変更に
　　なりましたのでご注意ください。
場　所　上ノ国地区町民プール（字大留）
対　象　町内在住の小学2年生～6年生
受講料　500円（保険料含む）
定　員　40人（定員になり次第締切）
申　込　受講料を添えて７月15日（金）までに
　　　　お申し込みください。
その他　水着、タオル、水泳帽子、水中めがねは
　　　　持参願います。
　　　　また、送迎は各自で願います。
申込・お問い合わせ
　教育委員会生涯学習グループ
　　　　　　　　　　　　TEL５５－２２３０

基本的な泳ぎ方を身につけよう！

ジュニア水泳教室開講ジュニア水泳教室開講

　
５
月
３０
日
か
ら
３
日
間
、
水

彩
画
教
室「
風
景
画
を
描
こ
う
」

が
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
で
行
わ

れ
、
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
参
加
者
は
色
彩
豊
か

な
風
景
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

作品はジョイ・じょぐらで展示

風
景
画
に
挑
戦

陸上競技で幕開け

　中体連の檜山大会が６月11日の江差町で行わ
れた陸上競技を皮切りに開催されています。陸上
競技の結果は下記の通りです。

100㍍	 1位　木村　海斗（3年）	 12秒０
１年100㍍	 3位　佐々木詩恩（1年）	 13秒８
１,500㍍	 1位　碇　　北斗（3年）	 ５分３秒８
３,000㍍	 1位　小田　学人（3年）	10分27秒４
	 3位　山田　騰也（3年）	10分53秒２
走り幅跳び	 3位　碇　　北斗（3年）	 ５㍍14
４×100㍍ﾘﾚｰ	 1位　上ノ国中	 49秒４
	 　　岩井夢吹（3年）、疋田柊人（3年）
	 　　吉田　愁（3年）、木村海斗（3年）

１年100㍍	 3位　菊地　薫子（1年）	 15秒５
800㍍	 2位　飛鳥　聖奈（3年）	 ２分47秒６
１,500㍍	 1位　小田　捺生（2年）	 ５分50秒６
１00㍍ﾊｰﾄﾞﾙ	 1位　星野　夢華（2年）	 	18秒３
走り幅跳び	 1位　星野　夢華（2年）	 ４㍍47
４×100㍍ﾘﾚｰ	 3位　上ノ国中	 59秒１
	 　　菊地薫子（1年）、小田捺生（2年）
	 　　笠谷未羽（2年）、星野夢華（2年）

【
男
　
　
子
】

【
女
　
　
子
】

　なお、バレーボールなどの球技は、６月28日、
29日（一部競技は７月１日にも実施）に行われ
たほか、７月５日には柔道大会が上ノ国中学校で
開催されます。

【陸上】

中体連檜山大会行われる

（ ）

（ ）

7
Kaminokuni Public
Relations  Vol.659



339

保健師　疋田　典子です今 月 は

ウォーキングを
　始めてみませんか

　皆さんは、１日何歩くらい歩いていますか？

　健康のためには、１日８，０００歩から１万歩が良いと言われています。

　右の表は２０～６４歳の１日の歩数を全道・全国と比較したもので

すが、北海道民は、全国よりやや下回っています。　

　これは、長い冬の影響もありますが、ウォーキングがまだまだ普

及しきれていないことも背景にあります。

　ウォーキングは、誰でも簡単にとりくむことができ、全身の８割の筋肉を使う全身運動です。

　また、内臓脂肪を効果的に減らすことができる有酸素運動です。

◇歩きながら『かみのくに』を感じてみませんか？
　たまには、ゆっくりと自然を目や耳・肌で感じながら歩いてみませんか？

　昨年、「新日本歩く道紀行」に選ばれた（旧上ノ国駅～夷王山）約５kmを

ウォーキングをすると、普段とは違った新しい発見があるかもしれませんね。

①自分に合った歩数を見つけましょう
　年齢や目的、体力によって歩数や時間は変わってきます。
　最初から急に長い距離を歩くのではなく、普段より速めに歩いて「続けて１０分歩く（約１，０００歩）」
ことを心がけましょう。
　呼吸が少しはずみ、軽く汗ばむくらいでしょうか。
　脂肪を燃やしたい人は、３０分は必要です。体脂肪は運動を始めて２０分あたりから燃え始めます。
　長時間歩く時は、腕を曲げて後ろに引く感じで歩くとむくみ防止になります。

②週３回くらいから始めましょう
　はじめのうちは週３回くらいの軽いペースから
スタートし体の慣れにあわせて増やしましょう。
　その日の体調にあわせることが長続きのコツです。

③水分補給をしましょう
　ウォーキングの前後には、水分を補給しましょう。
　スポーツドリンクには、糖分が含まれています
ので２～３倍に薄めたほうが良いでしょう。

④ストレッチも忘れずに
　ウォーキングの前後には、ふくらはぎ、太もも、
腰、首などのストレッチをすることでケガの予防
ができます。
　呼吸を止めず２０～３０秒程度ゆっくり伸ばしま
しょう。

☆20～64歳の１日の歩数
男　性 女　性

全　道 7,539歩 6,743歩

全　国 7,841歩 6,883歩
（H23年　健康づくり道民調査より）

有酸素
運動の
効果は

筋力の低下を予防し、
骨も丈夫になる

ストレスを発散させ、リラックス
することで良く眠れるようになる

体脂肪を減らす

血行が良くなり、悪玉コレステロールを
減らし善玉コレステロールを増やす

血糖値が下がり、糖尿病の
予防や改善につながる

◇ウォーキングのポイント

8２０１６年７月号



お知らせ

　
今
回
は
、
後
見
制
度
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
中
に
、
年
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
「
な
ん
だ
か
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
り
、
お
金
の
管
理
を
以
前
の
よ
う

に
自
分
一
人
で
行
う
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
な
あ
」
と
感
じ
て
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
は
、
み
な
さ
ん
の
周
囲
に
「
物

忘
れ
が
あ
り
、
一
人
で
契
約
を
し
た
り

支
払
い
を
し
た
り
す
る
の
が
大
変
そ
う

だ
」
と
見
受
け
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
た

り
し
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
財
産
管
理
を

ご
本
人
自
身
で
は
な
く
第
三
者
（
成
年

後
見
人
と
い
い
ま
す
。
裁
判
所
が
選
任

し
ま
す
）
に
代
理
・
支
援
し
て
も
ら
う

制
度
が
法
定
後
見
制
度
で
す
。

　
選
任
さ
れ
た
成
年
後
見
人
は
、
ご
本

人
を
代
理
し
て
ご
本
人
の
生
活
に
関
す

る
費
用
の
支
払
い
や
施
設
入
所
契
約
等

を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
成
年
後
見
人
と
し
て
行
っ

た
事
項
を
裁
判
所
に
報
告
し
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、「
現

在
は
、
自
分
の
財
産
管
理
能
力
に
心
配

は
な
い
が
、
将
来
の
た
め
に
準
備
を
し

て
お
き
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
で
き
る
の

が
、
任
意
後
見
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
将
来
に
備
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
ご
本
人
が
自
分
の
財
産
管
理

に
関
す
る
代
理
権
を
第
三
者
に
与
え
る

契
約
を
結
ぶ
制
度
で
す
（
公
正
証
書
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

　
お
金
の
管
理
に
不
安
が
あ
る
方
は
、

法
定
後
見
制
度
ま
た
は
任
意
後
見
制
度

の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
法

テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
廣
田
朋
子
）

後
見
制
度
に
つ
い
て

三橋　　慧（みつはし　けい）
　４月より赴任した三橋と申します。前任地であ
る札幌の手稲渓仁会病院では、主に内視鏡治
療および診断をやっておりました。当院では消
化器に限らず幅広い領域での診療を行っていき
たいと考えておりますが、特に内視鏡検査を希
望される方は是非一度御相談ください。
　かつて函館での研修医時代に、江差に１か月間滞在していた経
験があります。当時に比べると江差病院の周辺にスーパーやホー
マックができており、非常に住みやすくなった印象があります。当
時の滞在中には体験できませんでしたが、江差のイメージは「江
差追分」、「にしんそば」、「お祭りがすごい」といった点でしょうか。
特にお祭りについてはかつて当院に在職していた医師からも色 と々
話を伺っておりますので楽しみにしております。「風が強い」という
印象を持つ先生方が多いようですが、かつて在住していたことの
ある稚内で相当鍛えられておりますので特に気になりません。海
沿いの町ではどこでもしょうがないことなのですが、潮風で大事な
マイカーが錆びてしまうことは非常に心配です…。最後になります
が、皆さまのお力になれるよう頑張っていく所存ですので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

（第76号）

受付 　8時～11時30分（初診の方は、９時から）
時間 13時～14時30分

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、受診してください。
☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集しております。（離職した方でも、正職員として再就職
　可能です。）看護助手、助産師、薬剤師も募集しております。☎52－0036（内線202）　総看護師長 中野　
　次回の職員試験実施予定日は、7月8日、8月27日です。詳しくは、北海道病院管理室ホームページへ

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

7月の外来診察日程
整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日

小 児 科
午前　月曜日から金曜日
　　　午後からの受診は事前に連絡願います。

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　５日・６日・１４日・１９日・２０日
　　　２７日・２８日
午後　１３日・２７日

眼 科
午前　１４日・２８日
　　　（予約以外の方は１０時までに受付）
午後　６日・１３日・２７日

皮 膚 科 午前　火曜日

神 経 内 科 　　　１日・１５日・２９日

新任医師紹介（消化器内科）
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お知らせ

５割
軽減
世帯

基礎控除33万円+26万円×被保険者数 基礎控除33万円+26万５千円×被保険者数

２割
軽減
世帯

基礎控除33万円+47万円×被保険者数 基礎控除33万円+48万円×被保険者数

国民健康保険税の保険税軽減範囲および賦課限度額が変わります

①国民健康保険税賦課限度額

※本年度の国民健康保険税賦課限度額は最大
８９万円になります。

変更前（平成27年） ➡

お問い合わせ：財政課税務グループ

変更後（平成28年）

平成27年度

85万円 ➡

➡

平成28年度

89万円

②国民健康保険税の軽減対象世帯が拡大されました

※医療給付分と後期高齢支援分の賦課限度額
　がそれぞれ２万円上がります。

➡

　国民年金基金は、自営業者の方などの国民年
金の第１号被保険者の方がより豊かな老後を過
ごすことができるよう、掛金を支払う事で国民
年金（老齢基礎年金）に上乗せした年金を受け
取る事ができる公的な年金制度です。
●加入要件
　①２０歳から６０歳未満の方
　②国民年金保険料を納めている方
　　（農業者年金加入者を除く）
　　※国民年金保険料を免除申請されている方
　　　は加入できません。
●こんなメリットがあります
　①掛金は全額所得控除の対象となります。
　②自分に合った掛金・プランで始められ、加

入後であっても、月々の掛金を増減するこ
ともできます。

　③加入時に将来受取れる年金額が分かるの
で、自分に合わせた年金設計ができます。

　④保証付に加入した方が保証期間内に亡くな
られた場合、遺族の方に一時金が支給され
ます。

●お問い合わせ
　北海道国民年金基金

（☎０１２０ｰ６５ｰ４１９２）

ご存じですか？
「国民年金基金」

上ノ国町医療従事者養成支援

　将来において上ノ国町内の医療機関で医師とし
て勤務する方、または町内医療機関か道立江差病
院に看護師として勤務を希望される方に修学資金
の貸付を実施しています。
■対象となる方
　国が指定した学校（医学部等）や看護師等の養
成所に在学中の方
■返還の免除
　資格取得後、地元の医療機関に一定期間勤務さ
れた場合には、返還の免除を受けることができます。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ
　保健福祉課健康支援グループ（☎55ｰ4460）

上ノ国診療所で看護師を募集しています！
　町立上ノ国診療所では、（正・准）看護師を募
集しています。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ
　町立上ノ国診療所（☎55ｰ2017）まで

修 学 資 金 貸 付 制 度

10２０１６年７月号



お知らせ

◆減額認定証◆保 険 証

現在使用している保険証は

  有効期限 ７月３１日   までです。

『保険証の一斉更新』
後期高齢者医療制度
７５歳以上

（障がいのある方は６５歳から）

７月中旬までに新しい保険証と減額認定証
を自宅に郵送します。
（交付申請をしている方のみ）

有効期限（平成28年7月31日）の過ぎた保険証と減額認定証は使用できません。
細かく裁断するなど個人情報の取扱いに注意し、廃棄してください。

古い保険証は
使用できません !!

減 額 認 定 証 について
新たな減額認定証について、次の交付要件に該当している方には申請書を送付しております。
お手元に届きましたら、お早めに住民課戸籍保険グループまたは両出張所へ申請してください。

区分１～ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方
　・世帯全員の所得が０円の方　(公的年金収入のみの場合、受給額が８０万円以下の方)
　・老齢福祉年金を受給されている方　

区分２～ 世帯全員が住民税非課税である方

お問い合わせ：北海道後期高齢者医療広域連合（☎０１１－２９０－５６０１）
または住民課戸籍保険グループまで

◆保険証
「オレンジ色」
から「水色」
に変わります

◆減額認定証
「ピンク色」
から「黄緑色」
に変わります

有効期限は１年間（平成28年8月1日～平成29年７月31日）保 険 証 が新しくなります
減 額 認 定 証

医 療 費 通 知 の 活 用 について
○医療費の推移が一目で分かるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○インフルエンザ予防や健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○診療日数に間違いがないか確認しましょう。

今年から医療費通知を全受診者へ送付します
　これまで希望者にお送りしていましたが、平成２８年９月送付分より全受診者（平成２８年１月
～６月に受診された方）にお送りします。
　なお、発行時期は従来の９月と翌年３月に変更はありません。

※確定申告（医療費控除）の際の
添付資料としては使用できません。
※この通知は、皆様の受診状況を
お知らせするもので請求書ではあ
りません。

※イメージ

年１回の更新の時期が迫っています！
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お知らせ

※詳細につきましては、下記までお問い合わせください。
　お問い合わせ先：役場総務課庶務防災グループまたは　
　自衛隊江差地域事務所（☎５２－２４７６）

平成28年度 自衛官募集案内
自衛隊では下表により、各種学生・自衛官の採用試験を
予定しております。

１．試験区分：男女問わず
　　　Ａ区分…学校教育法による大学（短期大学

を除く）などを卒業した方（平成

２９年３月卒見込者を含む）

　　　　　　※高度専門士の称号を取得または平成
２９年３月末日までに取得見込みの方
を含む

　　Ｂ区分…Ａ区分以外の方

２．受験資格：
　　昭和５９年４月２日から
　　平成１１年４月１日までに生まれた方
３．受付期間：８月１日（金）～８月２６日（金）
　　　　　　（電子申請は８月２４日まで）
４．試 験 日：９月１８日（日）

５．お問い合わせ：江差警察署　☎５２－０１１０

１. 募集人員・受験資格要件

２. 必要書類：「申請書」及び「受験票」（檜山広域行政組合消防本部または各消防署備え付け）
　　　　　　　※申込書提出時に受験票返信用の封筒も提出してください。
　　　　　　　　（返信用封筒には、２４２円切手を貼り、住所・氏名を記載してください。）
　　　　　　　※申込書は檜山広域行政組合のホームページからもダウンロードできます。
３. 受付期間：７月１日（金）～１４日（木）（郵送の場合は、１４日必着）
４. 試 験 日：８月７日（日）
５. 採用予定年月日：１０月１日（土）
６. 試験会場：江差町文化会館
７. 試験内容：１次試験（教養試験：２時間、作文試験：１時間）※救急救命士については、１次試験が免除となります。
８. 申込・お問い合わせ：檜山広域行政組合消防本部（☎５２－３０２６）または上ノ国消防署（☎５５－２０７１）

平成２８年度　檜山広域行政組合消防職員採用試験のお知らせ

一般消防士

人数 年齢条件 要件 身体要件 欠格事項

厚沢部 １名 平成５年４月２日から平成１０
年４月１日までに生まれた方

◆普通自動車
第１種免許取
得者若しくは
平成29年９月
末までに取得
見込みの方
※救急救命士
は既資格取得
者のみ

◆概ね身長165cm以上、
体重52kg以上
◆視力両眼（矯正視力
を含む）で0.7以上、か
つ一眼でそれぞれ0.3以
上で色覚正常で心身健
全な方

◆日本国籍を有し
ない者
◆地方公務員法第
16条（欠格条項）
の各号いずれかに
該当する者救急救命士

江　差 １名 平成３年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた方

せたな １名 平成４年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた方

募集種目 資　格 受付期間 試験期日
防衛医科
大 学 校
学　　生

医 学 科

高　卒
（見込含）
２１歳未満

９月５日～３０日 1次　10月29・30日
2次　12月14～16日

看護学科 ９月５日～３０日 1次　10月15日
2次　11月26・27日

防衛大学校

学　　生

推　　薦 ９月５日～ ８日 ９月２４～２５日

総合選抜 ９月５日～ ８日 1次　9月24日
2次　10月29・30日

一般（前期） ９月５日～３０日 1次　11月5・6日
2次　12月6～10日

一般（後期） 平成29年
１月２１日～２７日

1次　平成29年2月19日
2次　平成29年3月10日

航 空 学 生 ７月１日～９月８日
1次　9月22日
2次　10月15～20日
3次　11月12～12月15日

一般曹候補生
１８歳以上
２７歳未満

７月１日～９月８日
1次　9月16・17日
2次　10月6～12日
※いずれか１日を指定されます。

自 衛 官

候 補 生

男　子 年間を通じて
行っております。

受付時に
お知らせします

女　子 ７月１日～９月８日 9月23～27日
※いずれか１日を指定されます。

北海道警察官採用試験のお知らせ

平成２８年度

12２０１６年７月号



お知らせ

　国や公共団体などが行っている仕事やその手続き、サー
ビスについて困っていること、納得できないこと、こうし
てほしいなど、住民の皆さんから苦情や意見・要望などを
お聞きするため、特設行政相談所を開設い
たしますので、お気軽においでください。

●日程　７月４日（月）
●時間　１３時～１５時
●場所　役場２階研修室
●主催　行政相談委員　明上廣男

相談は無料で秘密は守られますので、どうぞお気軽においでください。

特設行政相談所の開設

　町と函館開発建設部では、大留交差点改良事業に伴う
交通安全対策を推進するため、それぞれの管轄となる
『国道228号』『道道江差木古内線』『町道』で測量調
査を実施します。既に町の受託業者が接続する町道の調
査を行っていますが、今後は函館開発建設部でも測量調
査を発注する予定です。地域の皆様には大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
お問い合わせ：函館開発建設部江差道路事務所（☎52－0107）
　　　　　　　施設課土木建築グループ（☎55－2311）

国道２２８号大留交差点改良事業に伴う測量調査の実施

ハローワークでは「ユースエール認定企業」を募集中です！
　この事業は、若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用の状況などが優良な中小企業を
厚生労働大臣が認定し、ハローワークおよび北海道労働局が積極的に企業をＰＲするほか、
関係助成金を活用する際に一定額の加算や、日本政策金融公庫が実施する融資の一部にお
いて基準利率よりも低い金利で融資を受けることが出来るなどのメリットがあり、また、
公共調達の場において加点評価するよう国の指針が示されました。
　ユースエール認定企業の認定基準を満たしていないものの、若者の採用・育成に積極的な中小企業については、
ハローワークが積極的にマッチング支援を行う「若者応援宣言企業」という制度もあります。
　若年者および新規学卒者の雇用をお考えの時には、「ユースエール認定企業」もしくは「若者応援宣言企業」となり、
積極的に企業ＰＲをしてみませんか？
　認定基準など、詳しい内容等のお問い合わせは、ハローワーク（☎52－0178）または最寄のハローワークへ

　「
エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
」
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
カ
ミ
ゴ
ン
」
と
共
同
募
金

の
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
バ
ッ
ジ
が
今
年

も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ッ
ジ
は
、
道
の
駅
も
ん

じ
ゅ
や
エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
、
産
業

ま
つ
り
の
会
場
な
ど
で
赤
い
羽
根
募

金
に
５
０
０
円
募
金
し
て
い
た
だ
く

と
、“
募
金
へ
の
感
謝
”
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
募
金
額
は
全
て
赤
い
羽
根
へ
と
寄

附
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
協
力
し
、
毎

年
６
月
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
、
募
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
結
果
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

に
掲
載
し
て
お
り
、
来
年
度
も
開
催

予
定
で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
ノ
国
町
共
同
募
金
委
員
会
　

　（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
５
５

－

４
０
１
６

社会福祉協議会ホームページ
http://www.shakyo.or.jp/hp/49/

上
ノ
国
町
限
定
！

赤
い
羽
根
寄
附
金
付
き

カ
ミ
ゴ
ン
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
お
知
ら
せ

上
ノ
国
町
限
定
！

赤
い
羽
根
寄
附
金
付
き

カ
ミ
ゴ
ン
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
お
知
ら
せ

「おや？」と思ったらお近くの「ほくでん」へ　（平日）９時～１７時　ほくでん江差営業所（☎５２－００８５）

電話、訪問などで
「ほくでん」等を

名乗る不審者が
現れています。

注意！●電話の事例
・電気料金の返金を装い、銀行口座やクレ
ジットカードの場号を聞き出そうとする。

・契約内容を聞き取り、設備の調査や機器の
購入を勧誘する。

●訪問の事例
・「ほくでん社員」「ほくでん委託業者」を装
い、家に上がり込み、金品を盗む、偽りの
料金を徴収する、点検等を行いその場で代
金請求する。

①試験区分　一般事務（初級、上級とも学歴は問いません）

②受験資格　

　初級　平成７年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた者

　上級　昭和６１年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者

③受付期間　７月１日（金）～７月２９日（金）

　　　　　　※郵送の場合は７月２９日（金）まで消印有効

④試 験 日　９月１８日（日）８時３０分（着席）

⑤会　　場　公立はこだて未来大学（函館市）

　　　　　　または乙部町民会館

■申込書用紙の請求および提出、お問い合わせ先
　◎渡島又は檜山管内各町役場総務課

　◎渡島町村会事務局

　　（函館市美原４丁目６番１６号　渡島合同庁舎内）

　　（☎０１３８－４７－９２２３）

　◎檜山町村会事務局

　　（江差町字陣屋町３３６の３　檜山合同庁舎内）

　　（☎５２－３５４４）

　※申込の際は、申込書の所定の欄に必ず５２円切手を貼っ

　　てください。

（※昨年度より北斗市職員採用試験は単独で実施されております。）

平成２９年度渡島・檜山管内町村職員
採用資格試験案内
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お知らせ

開催案内

檜
山
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

　
平
成
２８
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
（
５
月
３１
日
）
は
す
で

に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
７
月
上
旬
の
時
点
で
納
税
の

確
認
が
で
き
て
い
な
い
方
に
は

督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ま
だ
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
急
な
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
納
税
の
確
認
に
は
１０
日
程
度

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
放
置
す
る
と
、
差
し
押
さ
え

な
ど
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
事
情
に
よ
り
す
ぐ
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
の

相
談
等
も
承
っ
て
い
ま
す
の
で

早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
檜
山
振

興
局
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

（
☎
５
２
・
６
４
７
３
）

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
ref.h
o
k
k
aid
o
.

lg
.jp
/sm
/d
zc/in

d
ex
.h
tm

）

　
今
年
４
月
に
発
生
し
た
「
平

成
２８
年
熊
本
地
震
」
を
鑑
み
、

大
地
震
に
備
え
た
住
宅
の
耐
震

化
に
つ
い
て
、
改
修
工
法
や
融

資
、
無
料
耐
震
診
断
な
ど
の
制

度
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
の
う
え
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
２２
日
（
金
）

　
　
　
　
１３
時
３０
分
～
１５
時

■
場
所
　
檜
山
振
興
局
３
階

　
　
　
　
３
０
１
会
議
室

■
申
込
期
限
　
７
月
１５
日（
金
）

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
込
書
を
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
り
檜
山
振
興
局
産
業
振
興

部
建
設
指
導
課
ま
で
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　h
iy
a
m
a
.k
e
n
sh
i1
@
p
re
f.

h
o
k
k
aid
o
.lg
.jp

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
・
４
６
４
３

※
申
込
書
は
、
以
下
の
檜
山
振

興
局
建
設
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.h
iy
a
m
a
.p
re
f.

h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp
/s
s
/k
s
d
/

in
d
ex
.2
8
sem
in
ar.h
tm

　
平
成
２８
年
度
の
第
２
回
消
防

設
備
士
試
験
お
よ
び
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
　
８
月
２１
日（
日
）

■
試
験
の
種
類

○
消
防
設
備
士

　
甲
種
第
１
～
５
類

　
乙
種
第
１
～
７
類

○
危
険
物
取
扱
者

甲
種
・
乙
種
第
１
～
６
類
・
丙
種

■
試
験
地

札
幌
市
、函
館
市
、旭
川
市
、北
見

市
、苫
小
牧
市
、帯
広
市
、釧
路
市

■
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
８
日（
金
）～
７
月
１６
日（
土
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

②
郵
送

７
月
１１
日（
月
）～
７
月
１９
日（
火
）

■
申
込
先

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
北

海
道
支
部

（
〒
０
６
０

－

８
６
０
３

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目

２

－

２
札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
１２
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

北
海
道
支
部

（
☎
０
１
１
・
２
０
５
・
５
３
７
１)

　
道
庁
総
務
部
危
機
対
策
局
危

機
対
策
課

（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
０
０
９)

　
ま
た
は
道
庁
総
務
部
危
機
対

策
局
危
機
対
策
課

（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
０
０
９
）

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

■
日
　
時
　
７
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
２０
日（
水
）

　
　
　
　
　
１０
時
～
１２
時

■
定
　
員
　
２０
名

■
受
講
料
　
２
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
各
実
施
日
の
前
日
ま
で

「
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
」

■
日
　
時
　
７
月
１９
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
２２
日（
金
）

　
　
　
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

■
定
　
員
　
１０
名

■
受
講
料
　
６
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
７
月
１１
日（
月
）

｢

高
校
生
及
び
一
般
求
職
者
の

た
め
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修

講
座｣

■
日
　
時
　
７
月
２６
日（
火
）～
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お知らせ

掲示板

7月号

実施案内

実施案内

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】

５
月
例
会

■
日
時
　
５
月
２２
日（
日
）

■
場
所
　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

○
男
子
の
部

　
１
位
　
鈴
木
　
富
雄

　
２
位
　
谷
　
徹

　
３
位
　
円
子
　
良
治

○
女
子
の
部

　
１
位
　
森
　
み
ね
子

　
２
位
　
髙
橋
　
セ
ツ

　
３
位
　
松
田
　
敦
子

第
３
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
Ｐ

Ｇ
交
流
大
会

■
日
時
　
６
月
１０
日（
金
）

■
場
所
　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

○
男
子
の
部

　
１
位
　
土
本
　
清
一

　
２
位
　
山
崎
　
淳
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３
位
　
鈴
木
　
富
雄

○
女
性
の
部

　
１
位
　
田
中
マ
ツ
エ

　
２
位
　
林
　
ラ
ン
子

　
３
位
　
草
間
寿
賀
子

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

結果案内

制度案内

自
動
車
税
を
納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

消
防
設
備
士
試
験
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験

住
宅
の
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

14２０１６年７月号



お知らせ

　予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、建設工事および委託業務が対象と
なっています。
　金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は
落札率を記載しておりません。（落札率 小数点第１位未満四捨五入）
入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

5/31

1 町道扇石木ノ子線災害防除工事 　33,231,600円 豊　　 成　　 建　　 設 ㈱ 　29,160,000円 87.7%

2 町道路肩草刈その１委託業務 　　5,918,400円 ㈱ 秋　　 田　　 土　　 木 　　5,724,000円 96.7%

3 町道路肩草刈その２委託業務 　　5,832,000円 ㈱ 草 間 建 設 工 業 　　5,626,800円 96.5%

4 下水道施設長寿命化計画策定委託業務 　　6,609,600円 ㈱ Ｎ Ｊ Ｓ　 札 幌 事 務 所 　　5,940,000 円 89.9%

5 上ノ国診療所医療機器購入業務 － ㈱ ア ク ト　 函 館 営 業 所 　　8,953,200円 －

6 栽培漁業管理船機器購入業務 － ㈲ 上 ノ 国 電 気 工 業 所 　　　853,200円 －

6/14

1 スポーツセンター建設　機械設備工事 197,326,800円 小林建設・大明工業　経常建設共同企業体 191,700,000円 97.1%

2 スポーツセンター建設　電気設備工事 134,838,000円 桧山・上ノ国・北栄　経常建設共同企業体 131,760,000円 97.7%

3 粗大ゴミ収集運搬委託業務 　　　561,600円 京 谷 建 設 工 業 ㈱ 　　　507,600円 90.4%

4 小学校教育用コンピューター等購入業務 － ㈱ 小　　 林　　 商　　 店 　13,608,000円 －

入札結果のお知らせ（6月14日まで）

江差信金より、木製ベンチが寄贈されました。

　この度、江差信用
金庫より、地域住民
の方々への感謝の気
持ちとして木製の長
椅子が町へ寄贈され、
道の駅もんじゅのロ
ビーに設置しました。

寄贈は今年で４年目となり、町内各所で多くの方々
に利用されています。
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お知らせ
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／
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報
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み
の
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．
７

２
０
１
６
．
７

まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ５，２００ 人 －　８

男 ２，４２４ 人 －　８

女 ２，７７６ 人 ±　０

世帯数 ２，５７８世帯 －　３

７/３　道立江差病院
☎５２－００３６

７/１０ 乙部町国保病院（日中）
☎６２－２３３１

　　　 江差町・佐々木病院（夜間）
☎５２－１０７０

７/１７ 厚沢部町国保病院（日中）
☎６４－３０３６

　　　 江差町・佐々木病院（夜間）
☎５２－１０７０

７/１８ 道立江差病院
☎５２－００３６

７/２４ 江差町・勤医協診療所
☎５２－１３６６

７/３１ 江差町・佐々木病院
☎５２－１０７０

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみ
（６月２０日届出分まで）※敬称略

おくやみもうしあげます
北　村　 草間　一光　７９歳  ５/２９

勝　山　 刀祢　ヒデ １０１歳  ６/６

勝　山　 野崎　ヤヱ　９４歳  ６/１２

木ノ子　 石澤　　勇　９３歳  ６/１４

（平成28年５月末日現在）

おたんじょうおめでとう

小砂子　齊藤　　迅（じん）
　　　　 ◯父 学　◯母 美穂

上ノ国　吉田　璃杏（りあん）
　　　　 ◯父 真悟　◯母 真実

下水道加入率（６月２２日現在）

　加入戸数　７７３戸（前月比＋２）
　 加 入 率　５３．７％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

特定環境公共下水道事業

　加入戸数　１３８戸（前月比－１）
　 加 入 率　３９．５％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

漁業集落排水事業

元
気
で
ー
す
！！

元
気
で
ー
す
！！

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

草
間　

晃
司
さ
ん

　
　
　

美
鈴
さ
ん
の
子

（
字
大
留
）
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日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医
　

柑か
ん

花な

ち
ゃ
ん
で
す
！

7月１０日は参議院議員選挙の投票日です

臨時休業のお知らせ
　国民温泉保養センター (湯ノ岱温泉)では、
ボイラー更新工事のため『7月19日(水)』
を臨時休業とさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
■お問い合わせ：住民課住民環境グループ

①18歳・19歳の方に選挙権が与えられます
　今回から選挙権が満１８歳以上の方に与えられるようになり
ます。なお、この春に高校を卒業された方（本町に３か月以上在
住）で、進学や就職のため転出された方は、旧住所地の上ノ国町
で投票することとなります。詳しくはお問い合わせください。

②町内投票区の統廃合に伴い、投票日当日は送迎バスを運行します
　今回より、湯ノ岱地区に統合された『神明』、宮越地区に統
合された『早瀬』、上ノ国地区に統合された『原歌』の３地区は、
投票所まで送迎バスを運行します。
　送迎バスは下記のとおり運行しますので、ご確認のうえ、ご
利用ください。

※バスは投票日当日のみ運行します １回目 ２回目
原歌生活改善センター前        　９：００ １３：３０
早瀬バス停前 １０：１０ １４：４０
神明バス停前 １１：１０ １５：４０

今回の選挙からの変更点

お問い合わせ：選挙管理委員会（☎５５ｰ２３１１）

※掲載の了承をいただいた方のみご紹介して
います。

※地名表記については、所属の町内会を記載
しています。

※氏名については、正字に置き換えて掲載し
ています。

7/１９（水）

16２０１６年７月号


